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1.著書・編書(共著書等含む)
1.臨床小児歯科学乳歯韶蝕
長坂信夫住肩),真御秀昭(づ"旦),1990,南山堂
2.今日の小児治療指針第10版口腔の習癖
塙嘉とほか絲扇),真御秀昭(分担),1993,医学譜・院
3.小児歯科・学小児の歯内療法/小児歯周疾患の予防と処置
赤坂守人・西野瑞穂・佐々龍二仔励,真柳秀昭ψX旦),1996,医歯薬出版
4.歯利・技工学臨床矧修講座2 小児歯利・学と小児歯科技工
Π木歯利・技工士会休肩),真柳秀昭(分担),1997,医歯薬出版
5.乳幼児歯科診療の実際乳幼児における口腔疾患の問題点
木村光翠・祖父江鎮雄・下岡正八俳励,真柳秀昭(分担),1998,クインテ
ツセンス出版
6.今日の小児治号"旨針第12版う蝕の予防
矢田純一ほか(編),真.柳秀昭(分担),2000,医学書院
フ.新小兇歯利・学小児期の飽峠虫の病態
祖父江鎮雄・長坂信夫・中田稔僻励,真御秀昭(分担).2001,医歯薬出
版
業績目録
8 イラストレイテッド・クリニカルデンティストリー4 皎合誘導法
黒齡絲己正ほか(編),真御秀昭ψ)担),2002,医歯薬出版
今Πの小児治療指針第13版歯冠の修復
大関武彦ほか俳卿,真柳秀昭(分担),2003,医学書院
小児科学歯利'・口腔外1羽矣患
五十嵐隆僻卿,典柳秀昭(分担),2004,文光堂
指しゃぶり一基礎から指導の実際一小児歯、科医の立場から
大野粛英ほか(監),真柳秀昭(分担),2004,わかば出版
乳歯列期における外傷歯の診断と治療乳歯外傷の保護者への説明と同意
木村光孝・高木裕三・香西克之・朝田芳信(編),貞柳秀昭(分1助,2005,
クインテッセンス出版
9
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今 Π の 小 児 治 療 指 針 第 1 4 版 口 唇 製 .
火 関 武 彦 ほ か 網 i ) . 真 . 柳 秀 昭 ( 分 担 ) ,
Π . 調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
1 . 昭 和  5 6 ~ 5 8 年 度 利 , 学 研 究 費 補 助 金 仔 怠 合 研 究 ( A ) ) 研 究 成 果 張 告 志
「 1 歳 6 力 月 児 歯 科 ・ 健 診 に 関 す る 疫 学 的 研 究 」
祖 父 江 鎮 雄 . 及 川 清 , 甘 利 英 一 , 真 柳 秀 昭 ほ か , 1 9 8 4 午 3 月
2 . 昭 和 6 1 ・ 能 年 度 利 ・ 学 研 究 贄 補 助 金 ( 一 般 研 究 C ) 研 究 成 果 報 告 〒 島
「 口 腔 習 癖 に よ る 機 能 型 乳 歯 列 不 正 皎 合 が 永 久 歯 列 皎 合 に 及 ぼ す 影 祥 」
真 1 夘 秀 昭 . 櫻 井 聡 . 大 西 暢 子 . 門 馬 祐 子 , 1 9 8 8 年 3 月
3 . 平 成 3 ~ 5 年 度 利 ' 学 研 究 費 補 助 金 ( 一 般 研 究 B ) 研 究 成 果 報 告 書
「 同 一 個 体 に お け る 乳 歯 列 と 永 久 歯 列 の 歯 利 ・ 疾 患 の 相 関 性 に つ い て 」
真 . 御 秀 昭 , 山 田 忠 子 , 加 納 能 理 子 . 1 9 9 4 年 3 月
4 . 平 成 6 ・ 7 年 度 利 ' 学 研 究 豊 補 助 金 ( 一 般 研 究 C ) 研 究 成 果 報 告 書
「 低 濃 度 弗 素 環 境 下 に お け る 乳 歯 棚 蝕 減 少 の 実 験 疫 学 的 研 究 」
真 柳 秀 昭 , 畑 真 二 , 畑 弘 子 , 1 9 9 6 年 5 打
5 . 平 成 6 ~ 8 年 度 科 学 研 究 費 補 助 令 ( 基 継 研 究 ( A ) ( 1 ) ) 研 究 成 果 報 告 書
「 幼 若 永 久 歯 の 総 合 的 研 究 」
長 坂 信 夫 , 五 十 嵐 消 治 , 小 U 春 久 . 甘 利 英 一 , 神 山 紀 久 男 . 真 娜 秀 昭 ほ か ,
1 9 9 7 年 3 円
6 . 平 成 1 3 ~  1 5 年 度 利 ご 戸 研 究 豊 柿 助 金 ( 基 盤 研 究 ( B ) ( 2 ) ) 研 究 成 果 報 告 書
「 代 用 糖 に よ る プ ラ ー ク 細 菌 の 師 蝕 誘 発 能 の ロ ン ト ロ ー ル に 関 す る 県 仟 雌 的 研
ヲ 〔 」
真 柳 秀 昭 , 高 橋 信 脚 , 畑 真 、 ニ , 松 U _ 1 順 子 , 佐 藤 拓 ・ , 2 0 0 4 午 5 月
Π 芸 裂
2 0 0 6 、 1 矢 学 舌 院
Ⅲ . 研 究 論 文 ( 単 独 執 筆 , 共 同 執 筆 )
1 .  T r i 、 n 、 B u t y l b o r a n を 重 合 朋 始 剤 と す る 貝 師 更 性 レ ジ ン に 関 す る 蹄 訂 末 的 研 究
( 第 2 ゛ 脚 乳 歯 充 填 例 に お け る 辺 縁 の 状 態 に つ い て
山 下 浩 , 荻 野 昭 夫 , 神 Ⅱ _ 1 紀 久 男 , 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 , 9  ( 2 )
1 5 8 , 1 9 7 1
1 5 3 ・
2 第・一大臼歯へのR師更性レジン"パラカーフ"充填に関する研究
神仕絲己久男,真柳秀昭,荻野昭夫,山下浩.小児歯科学雑誌,11(2)
131-137,1973
仙台市北地区内保育園児の歯利・検診結果について(第1゛脚
神山紀久男,真御秀昭,斉藤峻,五卜嵐公英,塚田昇,小児歯科学雑誌.
12 (2):91-93,1974
仙台市北地逃内保育園児の歯利・検診結果について(第2帳)
神山紀久男,真柳秀昭,斉燦峻,五十嵐公英,塚田昇,小児歯科学矧鈴志,
12 (2):94、99,1974
保育園児の oralHabH に関するi凋査第 1報 oralHabit の発生について
神山紀久男,真柳秀昭.斉藤峻,五十嵐公英.塚田昇.小児歯利'学雑誌.
13 (D :36-41,1975
保育園児の oralHab丘に関する調査第2報 oralHabn と前歯部の皎合との
関係
神山紀久男,真柳秀昭,斉藤峻,五十嵐公英,塚田昇,小児・歯利・学雑誌,
14 (1):1-5,1976
乳歯列における歯垢と歯科・疾患との相互関係について
真柳秀昭,小児歯科・学判歸志,14 (1):28-44.1976
外米患者の実態調査(1)来院前ならびに来院時の生活環境および口腔内環
境について
工針夘秀昭,新里正武,斉藤峻,五十嵐公英,青山庸子、南雲雅子,神Ⅱ1
紀久男,小児歯利・学織歸志.15 (3):332342.19π
外来患者の実態調査②乳歯韶蝕の椛患状況について
真柳秀昭,新里止武,斉係峻,五十嵐公英,青山庸子.南雲雅子,神山
紀久男,小児歯利'学矧新志,15 (3):343-3四,197フ
無歯科・医地区学童を剣象とした歯利イ呆健計画
高木興氏,井上博之,則i削扮彦,白戸勝芳,岩倉政城,塚田満男,島田義弘,
真柳秀昭,五十嵐公英,口腔衛生学会雑i志,28 (2):170-179,1978
小児歯科外来に紹介された特殊疾患患者の実態訓査
'新夘秀昭,新里正武,神山紀久男,東北大C]を・歯学研究,5:21-27,1978
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仙 台 市 北 地 区 内 保 育 園 児 の う 蝕 櫂 患 一 6 年 間 の 推 移 に つ い て ー
青 山 庸 子 , 小 林 " 子 . 真 柳 秀 昭 , 神 1 _ 1 1 紀 久 男 . 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 1 7  ( 2 )
1 9 1 - 2 0 4 . 1 9 7 9
C r o w n D i s t a l S 1 ⑩ e  保 隙 装 置 の 臨 床 的 観 察 ( 第  1 幸 脚
真 柳 秀 昭 , 神 山 紀 久 男 , 東 北 大 学 歯 学 研 究 . 6 : 1 - 9 . 1 9 7 9
保 育 園 児 の 棚 蝕 櫂 患 に 関 す る 研 究 一 在 鬮 期 間 が 乳 歯 猷 蝕 櫂 患 に 及 ぼ す 影 響 一
小 林 雅 子 , 典 椥 秀 昭 , 柳 山 紀 久 男 . 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 、  1 9  ( 1 ) : 1 3 6 - 1 4 4 ,
1 9 8 1
1 3
1 4
1 5
幼 児 に お け る 刷 揣 指 導 効 果 の 経 n 寺 的 変 化 に つ い て
山 田 恵 子 , 猪 狩 和 子 , 千 田 隆 一 , 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 . 1 9  ( 2 ) : 2 兜 ・
3 0 2 , 1 9 8 1
先 天 性 鯉 原 性 嚢 胞 に 起 因 し 巨 舌 を 伴 っ た 下 顎 骨 変 形 症 の 1 例
金 田 一 純 子 , 菅 原 準 二 , 小 菅 尚 規 , 坂 本 敏 彦 , 守 谷 友 一 , 藤 田 靖 . 真 御 秀 昭 ,
小 リ ι 歯 科 学 雑 誌 . 1 9  ( 3 ) : 4 3 1 - 4 4 0 , 1 9 8 1
後 継 永 久 歯 脛 の 位 置 異 常 に よ る 第 2 乳 臼 歯 埋 伏 の 1 症 例
千 田 隆 一 , 千 葉 様 子 , 斉 腰 峻 、 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ご , 判 蛎 志 , 2 0  ( D  : 7 4 - 8 0 .
1 9 8 2
肢 体 不 白 由 児 施 設 内 診 療 室 に お け る 6 午 問 の 歯 科 治 療 経 験 一 凱 蝕 櫂 戀 状 況 の
変 化 と 全 身 麻 酔 下 治 療 一
五 十 嵐 公 英 , 千 田 隆 一 , 猪 狩 和 ・ 子 , 山 田 恵 、 子 , 斉 藤 峻 , 真 . 柳 秀 昭 , 神 山
紀 久 男 . 小 児 歯 利 ・ 学 判 歸 志 , 2 1  ( D  : 5 2 - 6 5 . 1 9 8 3
保 育 園 児 に お け る 乳 歯 樋 蝕 の 減 少 に つ い て 一 仙 台 市 北 地 区 内 保 育 園 児 1 0 年
問 の 検 診 結 果 か ら ー
真 柳 秀 昭 , 吉 田 康 子 , 山 田 恵 子 , 猪 狩 和 子 , 千 田 隆 一 . 袖 山 紀 久 男 . 小 児 歯
科 学 雑 誌 , 2 2  ( 1 ) : 1 5 2 - 1 6 6 . 1 9 8 4
1 歳 6 力 月 児 歯 科 健 診 に 関 す る 研 究 一 歯 弔 柏 勺 実 態 調 査 結 果 に つ い て ー
祖 父 江 鎮 雄 , 及 川 沽 , 甘 利 英 一 , 真 柳 秀 昭 、 深 田 英 朗 , 檜 垣 旺 夫 , 長 坂
信 夫 , 西 里 予 瑞 穂 , 吉 田 稜 , 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 2 2  ( 1 ) : 2 0 7 - 2 2 2 , 1 9 8 4
1 歳 6 力 月 児 歯 科 健 診 に 関 す る 研 究 一 歯 科 的 実 態 調 査 結 果 の 増 令 的 変 化 一
祖 父 江 鎖 雄 , 及 川 清 , 甘 ' 利 英 一 , 真 柳 秀 昭 , 深 田 英 朗 , 檜 垣 旺 夫 , 長 坂
信 夫 , 西 野 瑞 穂 , 吉 Π J  穣 , 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 2 2  ( D  : 2 2 3 - 2 3 5 , 1 9 8 4
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
22 1歳6力月児歯科健診に関する研究一口腔習癖と歯利・疾患との関係につい
てー
↓!吋夘秀昭,山田恵「,桜井聡,下葉桂子、神1」絲己久男,小児歯科学雑誌,
22 (1):294306,1984
唇顎口蓋裂児の身体発育に関する経年的調査
広瀬寿秀,幸地省子,真柳秀昭,柳山紀久男,日本口蓋裂学会雑誌,10
a):59-67,1985
3歳児における歯の発育異常および不正皎合の発現に関する疫学的研究
真柳秀昭,松本文夫,桜井聡,神山紀久男,束北大学歯学雑誌,4 (1):1・
8,1985
23
24
25 FisS山でSealantの第二乳臼歯への適用に関する研究
大西暢子,竹村衿子,荒井久仁子,小熊綾.川上康子,西巻弘子,千葉
秀樹,真1夘秀昭,神山紀久屶,小児歯利・学雑誌,24 (D :67-80,1986
乳歯根管治療に関する臨床的研究一適応症に関する検討と後継永久歯に対す
る影縛についてー
清水桂子,千葉秀樹,真御秀昭,神山紀久男,小児歯利・学雑誌,24 (2)
369-37フ,1986
唇顎口蓋裂における乳歯及び永久歯歯脛の数の異常に関する研究
松尾ゆき子,上井夘秀昭,阿部里美,戸沢加寿子.門馬祐子,幸地省子.小児
歯科学雑誌、 25 (2):3釘3π,19釘
齢蝕に櫂患した第2乳臼歯の埋伏ならびに当該歯摘出後に第1大臼歯の遠心
移動を行った1症例
門馬祐子,真柳秀昭,小児歯科・学雑誌,26 (2):406-414,19器
Denlal caries in swedish 4・year・old children : changes beNeen 1967 and
1987
StecIくS6n・BlicIくS, C., Holm, A・K., Mayanagi, H., swedish Dental Journa1 13
(1-2):39-44,1989
唇顎日蓋裂者に発現する永久歯の歯数の異常第1報発現頻度
富'擇康彦,幸地省子,東福寺直通,門馬祐子,松尾ゆき子,真柳秀昭,日本
U釜裂学会雑誌,14 (D 132-148.1989
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外 来 患 者 の 初 診 時 問 診 並 び に 口 腔 診 査 に よ る 実 態 調 査 に つ い て 第 1 報 過
去 の 調 査 と の 比 較
小 関 敦 子 , 力 酬 杓 能 理 子 , 山 田 恵 子 , 桜 井 聡 . 大 西 暢 子 , 工 吋 夘 秀 昭 , 神 山
紀 久 男 , 小 児 歯 科 学 雑 ; 志 , 2 7  ( 2 ) : 4 5 7 - 4 6 6 . 1 9 8 9
外 来 患 者 の 初 診 時 問 診 並 び に 口 腔 診 査 に よ る 実 態 調 杏 に つ い て 第 2 報 生
活 習 慣 と 概 蝕 櫂 患 状 況 と の 関 連
力 山 豹 能 理 子 , 小 関 敦 子 , 山 田 恵 子 , 桜 井 聡 , 大 西 暢 子 , 真 御 秀 昭 . 神 山
紀 久 男 , 小 児 歯 利 、 学 判 館 志 . 2 7  ( 2 ) : 4 6 7 - 4 7 4 , 1 9 8 9
低 粘 稠 性 コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 臨 床 的 観 察
真 御 秀 昭 , 門 馬 祐 子 , 畑 弘 子 , 大 西 暢 子 , 神 山 紀 久 男 , 千 葉 俊 一 , 竹 村
衿 子 . 小 児 歯 利 ・ 学 雑 i 志 , 2 7  ( 2 ) : 4 乃 ・ 4 8 6 , 1 9 8 9
開 皎 を 有 す る 小 児 の 歯 列 弓 形 態 ・ 1 安 合 状 態 の 乳 歯 列 期 内 に お け る 変 化 に 関 す
る 研 究
斉 藤 徹 . 五 十 嵐 博 恵 , 猪 狩 和 子 , 千 葉 秀 樹 , 貞 御 秀 昭 、 神 山 紀 久 男 . 小 児
歯 利 ・ 学 雑 誌 , 2 8  ( 4 ) : 9 9 6 - 1 0 1 3 , 1 9 9 0
D e n t a l  h e a l t h  b e h a v i o r  i n  s c h o o l c h i l d r e n  i n  H o u s t o n ,  u m e 含 ,  S 五 O  p a u l o  a n d
S e n d a i
Y a n 〕 a d a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  s u g i m o t o ,  F . ,  s e b e r n ,  M . ,  w i r e Ⅱ ,  S . ,  K a m i y a m a ,
K . ,  p e d i a t r i c  D e n l a u o u r n a l , 2  ( 1 ) : 9 3 - 1 0 1 . 1 9 9 2
光 重 合 型 小 禽 裂 溝 填 塞 材 の 臨 床 成 績
加 納 能 理 子 , 真 御 秀 昭 , 斉 藤 徹 , 神 山 紀 久 男 , 小 児 歯 科 学 雑 誌 , 3 0 ( 3 )
6 2 4 - 6 3 3 , 1 9 9 2
乳 臼 歯 Ⅱ 級 鴛 洞 に 応 用 し た コ ン ポ ジ ッ ト レ ジ ン の 臨 床 的 観 察
真 柳 秀 昭 , 門 馬 祐 子 , 神 山 紀 久 男 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 誌 , 3 1 ( 1 ) : 6 9 - 8 0 , 1 9 9 3
C r o s s 、 s e c t i o n a l  c o m p a r i s o n s  o f  c a r i e s  t i m e  t r e n d s  i n  n u r s e r y  s c h o o l  c h i l d l ' e n
i n  s e n d a i ,  J a p a n
M a y a n a g i ,  H . ,  s a l t o ,  T . ,  K a m i y a m a ,  K . ,  c o m m u n i t y  D e n t  o r a l  E p i d e m i 0 1 , 2 3
( 6 ) : 3 " ・ 3 4 9 , 1 9 鮖
保 育 園 児 の 前 歯 部 皎 合 状 態 と 口 腔 習 癖 に 関 す る 2 2 年 の 推 移 一 仙 台 市 保 育 剛
児 に お け る 断 面 調 査 の 比 較 一
青 菜 達 夫 , 真 . 柳 秀 昭 , 神 山 紀 久 男 , 東 北 大 学 歯 学 雑 i 志 , 1 4  ( 2 ) : 1 兜 ・ 2 0 0 ,
1 9 9 5
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40 仙台市保育園児における乳歯概蝕の20年冏の推移一歯神歯面別椛患に関す
る断而調査の比峻一
真柳秀昭,斗ケ澤真純,鳥羽美加・f,永野毛代,斉膝徹,吉葉達夫,神山
紀久男.小児歯利・学判鋸志、諦(5):882-894,1995
辱顎口蓋裂児の鄭蝕櫂患に関する実態訓査
斗ケ擇真純,斉藤徹,猪狩和子.山田恵子,真柳秀昭,神山紀久男.小児
歯利ι11H歸志,33 (5):995-1008,1995
低濃度弗素環境下における乳歯師蝕減少の実験疫学的研究
真柳秀昭.畑真二,鳥羽美加子,岩永真紀,斉藤慈,斗ケ擇真純.畑
弘子,鈴オく学.みちのく歯学会判鈴志,27 (1,2):8、9,1996
Developmenl of intel'globular dentine in rat molars and its relation to
maluralion of enamel
Kagayama, M., zhu, J. X., sasano, Y., sato, H., Mayanagi, H「 Anat
Emb1γ01.,196:47フ-483,1997
アトビー性皮膚炎患児にみられた歯科・用金属アレルギーの6例
高橋焦,黒田洋史,真.御秀昭,小児・歯利・学雑誌,35 (4):740-7四.1997
乳歯歯根吸収組織由来の培養破歯細胞明帯の形態について
黒田洋史、佐藤秀則,船山ひろみ,工犲夘秀昭.小児歯科学雑砧,35 (5)
851-856,1997
Hypopl〕osphatasia :1dentification otfive novelmissense mulations (G507A.
G705A, G748A, T1155C, G1320A) in lhe lissue・nonspecific alka11ne
Phosphatase gene amongJapanese patients
Goselくi・sone, M., orin〕0, H「 limura, T., Talくagi, Y., watanabe, H.,1aketa, K.,
Salo, S., Mayanagi, H., shimada, T., oida, S., Human Mutation supP1臼nent,1
S263-267,1998
働く母親の fどもの発熱"における仕事への文J処行動についてのアンケート
調査
Ⅱ1田恵子,山田憂実,真御秀昭,小児保健研究,57 (D :2631,1998
ラット有細胞セメント質の成長過程に関する免疫組織化学珀り研究
畠山雄次,笹野泰之,真1夘秀昭,加賀山學,歯利・基礎医学会雑誌.如(1)
2235,1998
41
42
43
44
45
7
46
47
48
84 9
ラ ッ ト 三 叉 神 経 節 に お け る 舌 機 械 受 容 ニ ュ ー ロ ン の 反 応 特 性
小 松 偉 二 , 田 ゛ 揣 孝 共 , 林 治 秀 , 真 柳 秀 昭 . 歯 科 1 圭 l i 整 医 学 会 刈 氏 志 , 4 0  ( 3 )
1 7 9 - 1 8 6 . 1 9 9 8
N a g i Ⅱ e 症 候 群 児 4 例 の 歯 利 旧 り 所 見 と 口 腔 管 理
猪 狩 和 子 、 黒 田 洋 史 , 真 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 判 儲 志 , 3 6  ( 5 ) : 9 3 2 - 9 3 8 , 1 9 9 8
O r a l f i n d i n g s  a n d  l o n g i 1 Ⅱ d i n a l  o b s e 1 叉 7 a t i o n s  i n  a  p a t i e n t  w i t h  E 1 1 i s ・ v a n  c r e v e l d
S y n d r o m e  :  A  c a s e  r e p o r t
1 く a n o u ,  N . , 1 g a r i ,  K . ,  M a y a n a g l ,  H . ,  K o c h i ,  S . ,  p e d i a t r i c  D e n t a l J o u r n a l , 9 : 1 2 5 ・
1 3 3 , 1 9 9 9
T a n p o r o m a n d i b u l a r  d i s o r d e r s  a s s o c i a t e d  w i t h  a  m a n d i b u l a r  f u n c t i o n a l  s h i f t
b y  s c l s s o r s ・ b i t e  :  a  c a s e  r e p o r t
H a t a ,  S . ,  s a s a l d ,  K . ,  X 八 l a t a n a b e ,  M . ,  K a m i y a m a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  p e d i a t r i c
D e n t a l  J 0 田 ' n a l , 9 : 1 3 9 - 1 4 5 , 1 9 9 9
I m l n u n o h i s t o c h e m i c a l  s t u d y  o n  a p o p t o s i s  a n d  c e 1 1 1 〕 r 0 1 迂 e r a t i o n  i n  t h e  l i n i n g
e p i t h e l i u m  o f  山 y r o g l o s s a l d u d  c y s l s
Y o s h i d a ,  M . ,  K u m a l n o t o ,  H . ,  o o y a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  o r a l  M e d i c i n e  &
P a t h o 】 o g y , 4  ( 2 ) : 4 7 - 5 4 , 1 9 四
P h e n y t o i n  a n d  i t s  m e l a b o l i t e , 5 ・ ( 4 ・ H y d r o x y p h e n y D  ・ 5 ・ p h e n y l h y d a t i o n ,  s h o w
b o n e  r e s o r p t i o n  i n  c U 1 1 U r e d  n e o n a t a 1 1 n o u s e  c a l v a r i a
T a k a h a s h i ,  A . ,  o n o d e r a ,  K . ,  s h i n o d a ,  H . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  J a p a n e s e  J o u r n a l  o f
P h a r m a c 0 1 0 g y , 8 2 : 8 2 ・ 8 4 , 2 0 0 0
E l e v a t i o n  o f  h i s t i d i n e  d e C ω ' b o x y l a s e  a c l i v i t y  i n  t h e  l n a n d i b l e  o {  m i c e  b y
P r e v o t e 1 1 a  i n t e r m e d i a  l i p o p o l y s a c c h a r i d e  a n d  i t s  a u g m e n l a l i o n  b y  a n
a m i n o b i s p h o n a t e
F u n a y a l n a ,  H . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  T a k a d a ,  H . ,  E n d o ,  Y . ,  A I ' c h i v e s  o f  o r a l  B i 0 1 0 部 .
4 5 : 7 8 7 ・ 7 9 5 , 2 0 0 0
V a l i d a l i o n  o f  h a r d n e s s  m e s u r e m e n t  o f  d e n t a l  h a r d  t i s s u e  u s i n g  a  l a c t i l e
S e n s a l ' : 1 n  v i t r o  s t u d y
H a t a ,  S . ,  H a t a ,  H . , 0 、 v a t a ,  S . ,  H o n d a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  p e d i a t r l c  D e n l a l
J o u r n a l , 1 0 : 1 4 9 - 1 2 4 , 2 0 0 0
E l e c t o r o m y o g r a p h i c  a n a l y s i s  o f  o r b i c u l a r i s  o r i s  m u s c l e  a n d  m a s t i c a t o r y
m u s c l e s  d u r i n g  s w a 1 1 0 w i n g  i n  p a t i e n t s  w i t h  D o w n  s y n d r o m e
T o g a s a w a ,  M . ,  H o z u m i ,  Y . , 1 g a r i ,  K . ,  s a i t o ,  T . ,  M n y a n a g i ,  H . ,  D e n t i s t r y  i n
J a p a n , 3 6 : 1 4 0 - 1 4 5 , 2 0 0 0
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58 Distribution ofinterglobular deline in h山nan tooth roots
Salo, H., Kagayama, M., sasano, Y., Mayanagi, H., ce11S Tissues organs,166
40-47,2000
幼若永久歯の総合的研究一萌出程度,歯の異常.歯列・皎合
長坂信夫,五十嵐消治,小目春久,甘利英一・,神山紀久男,夛吋夘秀昭ほか,
小児歯科・学判歸志.38 (1):1-13,2000
幼若永久歯の総合的研究一概蝕状態,処置内容一
長坂信犬,五十嵐沽治,小口春久,甘利英一,神山紀久男,真柳秀昭ほか,
小兇歯科学雑誌,38 (D :14-29,2000
幼若永久歯の総合的研究一歯垢付着状態,歯肉状態一
長坂信夫,五十位U青治,小口春久.甘利英一・,神山紀久男,真御秀昭ほか,
小児歯科・菩を雑誌,38 (1):30-46,2000
智・形成不全症児のU腔内所見とスプリントを則いた皎合管理
加納能理f,猪狩和子,門馬祐子.真柳秀殆,小児歯利学雑誌,38 (5)
1149.1156,2000
ラット臼歯の有細Ⅲ包セメント質形成過程における 1型コラーゲン,骨シアロ
タンパク質およびオステオカルシンの遺伝子発現に関する研究
佐藤秀則,笹野泰之,加賀山學,真柳秀昭,歯科基礎医学会雑誌,42 住)
3339.2000
The time・COUI'se of acid excretion,1evels of auorescence dependent on
Ce11Ular nicotinamide adenine nudeotide and glycolytic intermediates of
St兜つt0ιOCαιS 肌群tαπS ce11S exposed and not exposed to air in the presence of
glucose and sorbit01
Iwami, Y., Takahashi、Abbe, S., Talくahashi, N., Yamada, T., Kano, N.,
Mayanagi, H., oralMicrobi010部 lmmun010gy,16:3439,2001
The dentofacia11nanifeslations of>0<X>くY syn(1rom : a case reporl
Hata, S., Maruyama, Y., Fujita, Y., Mayanagi, H.,1nternational Journal of
Paedialric Dentistry,11:138-142,2001
Utilizalion and acid production of β・galactosyⅡadose by oral streptococci
and human dentalplaque
Hata, S., Hata, H., Kanou, N., saito, T., Kamiyalna, K, Mayanagi, H., oral
Microbi010部 lmmun010gy,16:109-116,2001
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P h e n y t o n i n ・ i n d u c e d  b o n e  l o s s  a n d  i t s  p r e v e n t i o n  w i t h  a l f a c a l d d 0 1 0 r  c a l c i l r i 0 1
I n  g r o w l n g  r a l s
O n o d e r a ,  K . , 1 a R a h a s h i ,  A . ,  M a y a n a g i ,  H . , 、 N l a k a b a y a s l 】 i ,  H . ,  K a m e i ,  J . ,
S h i n o d a ,  H . ,  c a l c i f i e d  T i s s u e  l n l e r l 〕 a t i o n a l , 6 9 : 1 0 9 - 1 1 6 , 2 0 0 1
H i s t o p a { h 0 1 0 g i c a l  a n d  i m m u n 0 1 1 i s l o c h e m i c a l  a n a l y s i s  o f  c a l c i f y l n g
O d o n l o g e n i c  c y s t s
Y o s h i d a ,  M . ,  K u l n a m 0 1 0 ,  H . ,  o o y a ,  K . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  J  o r ι 1 1  P a t h o l  M e d . , 3 0
( 1 0 ) : 5 8 2 - 5 認 , 2 0 0 1
C a r i o g e n i c  p o { e n l i a l  o f  l a c t o s y l f r u c t o s i d e  a s  d e t e r m i n e d  b y  a c i d o g e n i c i l y  o f
0 1 ' a l  s t l ' e p l o c o c c i i n  v i 1 1 ' o  a n d  h 山 n a n  d e n t a l  p l a q u e  i n  s i l u
H a l a ,  S . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  c a r i e s  R e s , 3 5  ( 5 ) : 3 3 8 3 4 3 , 2 0 0 1
I n a a m m a t m ' y  r e a c t i o n s  i n  e x t r a o r a 1 1 i s s u e s  i n  m i c e  a f t a ' i n t l 、 a g i n g i v a l
i n j e d i o n  o f l i l 〕 o p o l y s a c c h a r i d e
F u n a y a m a ,  H . ,  M a y a n a g i ,  H . ,  T a l く a d a ,  H . ,  E n d o ,  Y . ,  J  l n { e c t  D i s . , 1 8 4 : 1 5 6 6
1 5 7 1 , 2 0 0 1
歯 科 ・ 医 師 臨 床 研 修 の 必 修 化 に 向 け て の 諸 制 度 の 整 備 に 関 す る 研 究 一 そ の 1
平 成 1 0 年 度 歯 科 ・ 医 師 臨 肝 誹 肝 修 修 了 者 に 対 す る ア ン ケ ー ト 実 態 調 査 一
貞 御 秀 昭 , 田 中 裟 弘 , 波 多 野 尚 樹 、 新 谷 明 喜 , 住 友 雅 人 , 中 原 泉 、 増 井
和 泉 . 日 本 歯 利 ・ 医 学 教 育 学 会 雑 誌 , 1 6  ( 2 ) : 2 3 2 - 2 4 1 . 2 0 0 1
歯 科 医 師 臨 床 研 修 の 必 修 化 に 向 け て の 諸 制 度 の 整 備 に 関 す る 研 究 一 平 成 1 0
年 度 歯 科 ・ 咲 師 臨 床 研 修 修 了 書 の 処 置 項 日 に お け る 到 達 度 嗣 杏 一
中 原 泉 , 住 友 雅 人 , 新 谷 明 喜 , 田 中 裟 弘 . 波 多 野 尚 樹 , 典 御 秀 昭 , 日 本 歯
利 ・ 阪 学 教 育 学 会 雑 誌 , 1 6  ( 2 ) : 2 5 2 - 2 6 1 , 2 0 0 1
乳 歯 列 皎 合 状 態 に よ る 岨 噛 機 能 の 相 違 に つ い て 一 A T P 穎 粒 お よ び デ ン タ ル
プ レ ス ケ ー ノ レ 、 を 用 い た 検 査 結 果 一
穂 積 由 里 子 , 千 田 皇 子 , 門 馬 祐 f , 典 . 柳 秀 昭 , 小 児 歯 利 ・ 学 雑 ; 志 . 3 9  ( 1 )
1 8 4 - 1 8 9 . 2 0 0 1
永 久 歯 に 特 発 性 歯 冠 吸 収 を 起 こ し た と 思 わ れ る 症 例
阿 割 拶 1 1 巳 . 畑 弘 子 , 令 別 ・ 一 孝 三 , 三 エ イ 夘 秀 昭 . 小 リ 山 斯 利 ・ 学 雑 誌 、  3 9  ( 1 )
2 3 1 - 2 3 7 . 2 0 0 1
継 続 的 口 腔 管 理 を 受 け た 小 児 に お け る 甑 蝕 椛 患 の 推 移
堀 内 幸 代 , 山 田 恵 ・ f , 堀 内 雅 彦 , 神 山 紀 久 男 , 真 柳 秀 昭 , 東 北 大 学 歯 学 判 島 志 ,
2 0  ( 1 ) : 2 7 - 3 4 、  2 0 0 1
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